
平成25年度 国頭中学校グランドデザイン

校 訓
＜関係法規等＞ 自学・自律・自力 ・本校のめざす学校像

・教育基本法 ・本校のめざす生徒像
・学校教育法 学校教育目標 ・本校の実態
・学習指導要領 ◎進んで学び よく考える生徒（知） ・家庭や地域の実態
・沖縄県教育施策 ◎人権を尊び 支え合い 助け合う生徒（徳） ・保護者の思いや願い
・国頭村教育施策 ◎心身ともに健康で たくましい生徒（体） ・地域の思いや願い

「学びの共同体」の理念による学校改革 『一人残らず,すべての生徒の学びを保障する』

なぜ，｢学びの共同体｣か？
①｢学びの共同体｣づくりが,校訓｢自学｣｢自律｣｢自力｣や教育目標を具現化し，諸教育活動の充実に向
けて，｢一点突破｣できると考えたため

②｢学び続ける生徒は崩れない｣という理念を基に,生徒指導の三機能(自己決定の場,自己存在感,共感
的人間関係)を生かして,｢積極的(予防的)な生徒指導｣や｢不登校生徒の改善｣に繋がると考えたため

③教師主導の｢教え込む授業｣から生徒主体の｢生徒の考えから出発する学び｣に切り替えることによ
り,｢習得・活用・探究型学習｣及び｢言語活動｣を充実させることができると考えたため

④職員同士の｢同僚性｣を構築し,保護者や地域住民との連携を強化できると考えため

重点目標
きき合い 学び合い 支え合う 美しい学校

◎ゴミや落書きがなく，花いっぱいの美しくきれいな学校
◎美しくきれいなあいさつや歌声が響き渡る学校
◎美しくきれいな心を持った生徒と教師の集まる学校
◎｢きき合い，学び合い，支え合う｣美しくきれいな関係のある学校

□教師と生徒とのかかわりを変える □生徒と生徒とのかかわりを変える
□｢対話｣と｢協同｣のある学び □｢コの字型｣机配置と小グループ活動
□｢聴く｣｢つなぐ｣｢もどす｣｢ケアする｣ □生徒へのケアと生徒同士のケアにより，間
□積極的な授業公開と生徒の学びの姿を固 違いや多様な考えを認め合う学級づくり
有名で語る授業研究による同僚性の構築 □｢わからない｣｢教えて｣が誰でも言え，｢わ

□先進校視察・研究会への参加とその共有 からなさ｣から始まる深い学びの構築

□行事・会議等とのかかわりを変える □保護者・地域とのかかわりを変える
□教育課程の「量」の確保と｢質｣の充実 □保護者や地域住民の授業や行事等への参加
□行事・会議等の精選と運営の工夫 と学校運営（学校評価）への参画の促進
□異学年交流（縦割り班活動）の推進 □地域行事等への積極的な参加
□教職員の多忙感の軽減 □積極的な情報公開による正しい理解と協力

一点突破

キャリア教育の充実 ⇔ 道徳教育の充実 ⇔ 特別活動の充実 ⇔ 生徒指導の充実 ⇔ 部活動の充実

生徒・保護者・地域に開かれた 地域と共に歩む 地域から「信頼される」｢魅力ある」学校
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続けたくなる授業改善と校内研修 ケアリングによる｢きき合う学級｣づくり

学校行事・会議等の工夫・改善 地域連携の改善・強化
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心を開く（伝える）

心をつなぐ（絆）

生徒会活動の充実

「心の教育」の充実


